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Recent years, the demands of building owners have been changed to be 
able to use the buildings again with small repair cost after an earthquake. 
The building system with dampers is one structural type which meets 
these performance requirements. The dampers need good performance 
and applicability. The RC stud column damper using diagonal de-bonded 
rebars is one solution. This experimental study shows basic data of the RC 


























実寸大とし、柱断面 200mm×400mm、内法高さ 800mm の 2 体であ
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収を図る。X 型筋として用いた異形鉄筋 D19 のデボンド処理は、節
間をワックスで埋めて周りをブチルゴム系のテープで巻く方法で行























R=1/700 から R=1/40 サイクルまで、3 回ずつ正負交互に繰返し載荷








写真 2 にひび割れ状況を示す。両試験体ともに R=1/200 サイクル
までは、コンクリートとゴム間に隙間が開くのみでひび割れの発生









隙間が約 17mm に達したが、せん断ひび割れは発生しなかった。 
3.2 水平力－水平変位関係 
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No.1  No.2  水平変位(mm) 
No.1試験体（軸伸び拘束） 
No.2試験体（軸伸び自由） 
R=1/100 R=1/67  R=1/40  R=1/20  
写真2 ひび割れ状況 












図 4 に No.1 試験体の軸力－水平変位関係を、図 5 に No.2 試験体
の軸伸び－水平変位関係を示す。また図 6 に No.1 試験体の、図 7
に No.2 試験体の X 型筋の歪分布を示す。 
No.1 では全ての X 型筋が降伏した R=1/100（変位 8mm）の時点で





軸伸びは約 10mm となった。 
図 8に No.2試験体の各最終サイクル終了時(変形角 R=0)の残留軸
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 軸方向変形を拘束しなかった No.2 試験体について、補修後、同一
の条件で実験を実施した。加力サイクルは、変形角を増加させなが
ら試験体部分の部材角 R=1/400 から R=1/40 のサイクルまで、1 回ず
つ正負交互に繰返し加力を行った。 
4.1 ひび割れ状況 




















 図 12 に等価粘性減衰定数の比較を示す。R=1/100 時まで、補修前
の試験体と同等の減衰性能を保持している。R=1/67 以降は若干の低





















 1) 応答制御構造設計法 付：免震・制振(震)建築の設計例／装置・部材デー







































































写真3  R=1/40加力後の最終状況 
R=1/100 R=1/67 R=1/40 拡大写真 
